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 雨の日が続き、室内あそびが多い中、保育室にある玩具でじっくりと遊べる時間ができました。小さいレゴブロ

ックやラキュー、ぬり絵などに集中する姿がよく見られました。説明書や保育士が作ったものを熱心にみては「こ

こはどうなっているの？」と聞いたり、試行錯誤しながら作り、完成すると嬉しそうに見せてくれます。保育室の

一角に飾ると「これ誰が作ったの？」「すごいね！○○も作ってみる」と友だちの刺激にもなっており、作った子は

「次は○○を作ってみようっと」と次への意欲にも繋がりました。 

 ７月になり、プールや外で遊ぶ時間が増えていくと思いますが、室内での子どもたちの遊びも大切にしていきた

いです。 

あじさい時計 

時の記念日にあじさい時計を制作しました。あじさいの花びらや葉の形は決めず、子どもたちの発想に委ねると丸

い葉や長い葉、ハートの葉などさまざまな形の葉ができました。数字も自分たちで書きました。４や５がなかなか

書けず手が止まる子もいましたが、実際の時計を見たり、書き方を教えてもらったりしながら一生懸命書いて完成

させていました。モールを時計の針にし、動かせるようにすると「ご飯の時間」「迎えの時間」など好きな時間に針

を動かしていました。少しずつ時間や数字にも興味を持ってほしいですね。 

  

 

どろあそび 

晴れた日は思いきり泥遊びを楽しみました。始めは泥よりも水に触りたくて、水遊びのようになっていました

が、水を出す前に砂場で山を作ったり、穴を掘ることから始めると子どもたちで「じゃあトンネルも作ろう」

「ここは温泉にしよう」といろいろとアイデアを出し合い、遊ぶことができました。水の流れる様子や水が溜

まっていく様子に子どもたちも嬉しそうでした。回を重ねていくと遊び方がダイナミックになり、泥を塗り合

ったり、雪合戦ならぬ泥合戦のようにも…落ち着いて遊びたい子たちは、プールの水抜き用にテラスの所に掘

った溝の寝転がり、泥水に浸かり気持ち良さそうにしていました。 

子どもたちのアイデアを大切にしながら無理なく遊べるようにしていきたいと思います。 

 先月は保育参加に来ていただきあり

がとうございました。「今日は誰のお家

の人が来るのか」ということを毎日楽し

みにしながら過ごしていました。保育参

加ができなかった方もご都合の合う日

があればいつでもお受けできますので

声を掛けください。 

 

・毎日、プールチェックカードのチェックと、プールバッ

クの用意をお願いします。 

・水の中で遊ぶことは体力を使います。早寝早起きの習慣

をつけ、朝食をしっかりと摂るようにしてください。 

  

・怪我や事故なく、子どもたちがのびのびと楽しめるよう

に遊びを提供していきたいと思います。ご協力お願いしま

す。 


